
 

令和６年度　徳山工業高等専門学校入学者選抜学力検査問題（数学）追試験の解答　※解き方の一例です。



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A＝7 = ξ49  , B = 5ξ2 = ξ50  , C=4ξ3=ξ48  →  C ＜ A ＜ B 

ξ18＝3ξ2 = 3 × 1.414 = 4.242  →  少数第１位の数は、 ２ である。 

ξ720＝ξ22 × 22 × 32 × 5 = 2 × 2 × 3 × ξ5 = 12 × 2.236 = 26.832 →  少数第 2 位の数は、 

３ である。 

 

          192=361 だから  

     ට
722

𝑛
=ට

361×2

𝑛
= ට

192×2

𝑛
  これから n=2 であれば、ට

722

𝑛
は整数になる。 

 

 ξ722 = ξ361 × 2 = ξ192 × 2 = 19ξ2 = 19 × 1.414 = 26.866  

また、ξ720 = 26.832 だから、 

ξ720＜ξ721＜ξ722 → 26.832 < ξ721 < 26.866 

よって、ξ721 を少数で表したとき少数第１位の数は、 ８ である。 



 



（３）△PQR を図３のように、直線ℓと辺 RP が垂直になるようにおき、直線ℓを軸として１回転させた 

ときの立体の体積は、図５の円錐 V-RW から円錐Ｖ-ＱＸと円錐Ｐ-ＱＸの体積を引いたものになる。 
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」 図４において 

△VQU∽△VRP だから 

相似比は、
7

2
 ： ４＝７：８ よって、VU：VP＝７：８ 

よって、VU=
7ξ15

2
 、UP＝

ξ15

2
 となる。 

求める立体の体積は、図５の円錐 V-RW から図６の円錐Ｖ-ＱＸ

と円錐Ｐ-ＱＸの体積を引いたものだから 

求める立体の体積は、 
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                                5ξ15𝜋 𝑐𝑚3 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑦 =
3

20
𝑥 + 560 

0≦x< 800 ・・・620 円 

800≦x<1200・・・680 円 

1200≦x<1600・・・740 円 

1600≦x<2000・・・800 円 

2000≦x<2400・・・860 円 

2400≦x<2800・・・920 円 

2800≦x<3200・・・980 円 

・・・・・・・ 

表１ 

表１より乗車料金は、８６０円である。 

表１より  C  である。 

（２）の別解 

タクシーA は、８００m、１２００m、１６００m、・・・と４００ｍ走行するたびに乗車料金が６０円

ずつ上がるので、それらの座標を結んだ直線の傾きは 
60

400
=

3

20
 となり、この直線の式は、   

 𝑦 =
3

20
𝑥 + 𝑏 と表せる。このグラフが、𝑥 = 800 、y=680 を通ので、 

  680 =
3

20
× 800 + 𝑏  となり、これから、𝑏 = 560 となる。 

よって、乗車料金が９８０円、すなわち  𝑦 = 980 のとき、走行距離 𝑥 は、 

       980 =
3

20
𝑥 + 560 から、 

3

20
𝑥＝420 となり、𝑥＝2800 となる。 

 したがって、𝑥 の変域は、2800≦𝑥＜3200 である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

800 

430 

800≦x<1200・・・560 円 

                  +50 

1200≦x<1600・・・610 円 

                   +50+30 

1600≦x<2000・・・690 円 

                   +50 

2000≦x<2400・・・740 円 

                   +50+30 

2400≦x<2800・・・820 円 

                   +50 

2800≦x<3200・・・870 円 

                   +50+30 

3200≦x<3600・・・950 円 

・・・・・・・ 

 
 

𝑦 =
13

80
𝑥 + 430 

表２ 

(2)と同様に考えると、B 社は 

傾き＝
130

800
=

13

80
 

𝑦 =
13

80
𝑥 + 𝑏 において、

x=800 , y=560 を通るので、 

560 =
13

80
× 800 + 𝑏           

これから、b＝４３０ 

 
図２、表２より、2200m 走行したとき

の乗車料金は、7４０円である。 

（ポイント）タクシーの時速は４８km なので、分速になおすと 48,000m÷60 分＝800m／分となる。したがって、走行時

間が１分ごとに３０円ずつ加算されるということは、800m 走行するごとに３０円ずつ加算されることになる。 

（解き方１） 

タクシーA 社の x と y の関係は(2)から、𝑦 =
3

20
x+560

で表せる。 

同様にタクシーB 社は、𝑦 =
13

80
x+430 で表せるので、 

  
13

80
x+430＝

3

20
x+560 から x を求める。 

両辺を 80 倍すると 

  13𝑥 + 34400 = 12𝑥 + 44800 

     よって、𝑥 = 10400 となり、両方のタクシーは

10400m の地点で乗車料金が同じなる。 

10400÷800=13 より、１３分後に同じ料金になる。 

 

（解き方２） 

タクシーの分速は、800m／分なので、800m で 1 分、

1600m で 2 分、2400m で 3 分、・・・・となる。 

これから、走行時間（m 分）と乗車料金（n 円）の関係を

変化と対応表で表すと 

（A 社のタクシー） 

時間 1 2 3 4 ・・・ m 

料金 680 800 920 1040 ・・・ n 

（B 社のタクシー） 

時間 1 2 3 4 ・・・ m 

料金 560 690 820 950 ・・・ n 

これから、時間 m と料金 n の関係を式に表すと 

（A 社のタクシー）は、𝑛 = 120(𝑚 − 1) + 680・・・① 

（B 社のタクシー）は、𝑛 = 130(𝑚 − 1) + 560・・・② 

乗車料金が初めて等しくなるのは、①=②のときだから、 

130(𝑚 − 1) + 560 = 120(𝑚 − 1) + 680 

130𝑚 − 130 + 560 = 120𝑚 − 120 + 680 

130𝑚 − 120𝑚 = 130 

10𝑚 = 130 

                                                        𝑚 = 13    １３分後 

2200 




